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1.はじめに 

本稿は、前稿(その 2)に続く一連の研究で

ある。前稿(その2)では,KA団地テラスハウス

の空間に対する意識を把握し,テラスハウス

を含み込む,まちの持続性を高める方策につ

いて考察した。本稿では, KA団地テラスハウ

スに加えてWA団地テラスハウスを調査対象と

しテラスハウスの空間に対する意識,普段の

余暇活動の実態,お互いの認知度,それらの変

容について把握することにより,テラスハウ

スを含み込む,まちの持続性を高める方策に

ついて考察する。 

2.調査・分析概要 

2-1．調査対象地域 

 調査対象地域は前稿(その 2)の調査対象地

域である KA 団地テラスハウスに加え,昭和

38 年に建設された WA 団地テラスハウスも調

査対象地域とした。WA 団地テラスハウスは,

千葉県 Ic市に位置し,千葉県住宅供給公社に

よって計画された各住戸に専用の庭を持つ

低層集合住宅である。構造は鉄筋コンクリ

ートプレハブ造テラスハウス(PC 構法)の 2

階建てである。敷地面積は１戸当たり 110㎡

程で延べ床面積 60 ㎡程の 3DK,用途地域は第

一種低層住居専用地域に含まれる。 

2-2.調査概要 

（１） 調査期間 

前稿(その 2)に加え,以下の期間で調査

を行った。 

【KA団地テラスハウス】 

○第 3回調査: 

2023 年8月(アンケート調査) 

○第 4回調査: 

2022 年8月,9月(アンケート調査) 

【WA団地テラスハウス】 

○第 1回調査: 

2022年7月,8月(現地調査・アンケート調査) 

○第 2回調査: 

2023年7月,8月(アンケート調査） 

 

（２） 調査方法 

調査方法は前稿(その 2)と同様である。

調査範囲の回答数については表 1 に,回答

者の概要については表 2に示す。 

 

 

 

3.テラスハウス居住者の改修経験について 

3-1．改修経験の有無について(図 1) 

KA団地テラスハウス,WA団地テラスハウス

ともに 8割以上のテラスハウスが増改築の経

験があることがわかる。このことから,多く

のテラスハウス居住者が住戸の初期の状態

から個人の住み心地に適応させる為に空間

展開をしているということが分かる。 

 

 

表 1 調査範囲の回答数 

表 2 回答者の概要 

図１ 改修経験の有無 
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3-2．居住年数と改修種別の相関(図 2,3) 

KA 団地テラスハウスと WA 団地テラスハウ

スの居住年数と改修種別の相関を比較する

と,WA 団地テラスハウスでは居住年数が高く

なるに連れて増築した人の割合が増加し,KA

団地テラスハウスでは居住年数での違いが

見られなかった。これは,WA 団地テラスハウ

スでは家族が増えたことにより住戸の規模

を大きくする居住者や高齢になり家で過ご

す時間が増えゆとりを求める居住者が多

く,KA 団地テラスハウスでは入居当初から居

住者の趣味趣向に応じて増築を行う居住者

が多いと考えられる。 

3-3. 改修した場所について(図 4) 

KA団地テラスハウス,WA団地テラスハウス

団地共に台所,浴室などの水回りや居室の改

修が多いことがわかる。しかしながら,KA 団

地テラスハウスは玄関やバルコニーなどそ

の他の部屋や場所も満遍なく改修を行って

おり,それと比較して WA団地テラスハウスは

外壁,屋根,設備を改修する居住者が多い。 

3-4. 改築した場所について(図 5) 

改修した場所を改築した場所別にみると,

どちらのテラスハウスでも水回りや外壁,屋

根,設備などの機能性のある場所が多いこと

がわかる。図 2,3 から KA 団地テラスハウス

は入居当初から機能設備を付加した形状に

し,居住しており,WA 団地テラスハウスでは

機能を改善しながら居住をしている居住者

が多いと考えられる。また,KA 団地テラスハ

ウスでは居室や玄関の改築も多く,居室を畳

から洋間にする,装飾を行う,玄関ドアを変

更するなど固有性を求めた改築が多い。WA

団地テラスハウスでは雨漏りを防ぐ為に外

壁や屋根に何度も防水加工をする居住者が

多く,居住者間での相談が必要であると考え

る。 

3-5．増築した場所について(図 6) 

改修した場所を増築した場所別にみると,

どちらのテラスハウスでも居室が多いこと

がわかる。しかしながら,KA 団地テラスハウ

ス団地では居室以外の部屋や場所も満遍な

く増築を行っており,WA 団地テラスハウスで

は居室のみの増築が多いことがわかる。こ

れは,KA 団地テラスハウスでは居住していく

中で居住者の余暇活動や行動に適合して多

様な場所を増築しており,WA 団地テラスハウ

スでは家族構成の変化など必要に応じた増

築をしている居住者が多いことが考えられ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 居住年数と改修種別の相関（KA団地） 

図 3 居住年数と改修種別の相関（WA団地） 

図 5 改築した場所 

図 6 増築した場所 

図 4 改修(改築・増築)した場所 
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3-6．定住意識と改修種別の相関(図 7,図 8) 
定住意識と改修種別の相関ではどちらの

テラスハウスもあまり関係性が見られなか

った。しかしながら,どちらのテラスハウス

でも改築,増築の両方をしている居住者は定

住意識が高くなる結果が得られた。これは,

改修を行うことにより個人の住みやすさに

適合した住環境を形成していると考えられ

る。 

3-7．改修による定住意識の変化(図 9) 
KA 団地テラスハウスと WA 団地テラスハウ

スでの改修による定住意識の変化を比較す

ると,KA 団地テラスハウスでは改修により定

住意識が高くなった居住者が多く,一方で WA

団地テラスハウスでは定住意識に変化はな

いと回答する居住者が多かった。これは,KA

団地テラスハウスでは居住者の趣味趣向に

適合した改修を行っていることから WA 団地

テラスハウス団地と比較して住戸の固有性

とそれに伴って愛着が高まったことが理由

であると考えられる。 
3-8. 戸建てに居住していた場合の改修意欲の違い

(図 10) 

戸建てに居住していた場合の改修意欲

の違いでは KA 団地テラスハウスと比較し

て WA 団地テラスハウスは改修意欲が少し

強くなると答えた居住者の割合が少なか

った。これは,KA 団地テラスハウス居住者

は改修により個人に合わせた空間形成し

ていくことに積極性があると考えられる。 

3-9. テラスハウスの将来像について(図 11) 

テラスハウスの将来像についてはどちら

のテラスハウスも「何も望んでいない」と

回答する居住者が多かった。しかし,「テラ

スハウスの建替えを望んでいる」と回答し

た居住者の割合は KA 団地テラスハウスが高

くなる結果となった。これは,団地が高齢化

するにあたり現状維持を考える居住者が多

い一方で,KA 団地テラスハウス居住者はテラ

スハウスの形状に満足しているが老朽化の

不安が大きいことが考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7 定住意識と改修種別の相関(KA団地) 

図 8 定住意識と改修種別の相関(WA団地) 

図 9 改修による定住意識の変化 

表3 改修の有無と余暇活動回答数の相関（人） 

図10 戸建てに居住していた場合の改修意欲の違い 

図 11  テラスハウスの将来像 
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4.改修と余暇活動について 

4-1．改修の有無と余暇活動の相関 

(表 3,表 4,表 5) 

改修の有無と余暇活動回答数の相関では

あまり関係性が見られなかった。改修の有

無と余暇活動時間量の平均の相関では自分

の部屋や家の中で行う余暇活動は時間量が

改修をしている居住者の方が比較的多く,近

隣で行う余暇活動は時間量が改修をしてい

ない居住者の方が比較的多い結果になった。

改修の有無と余暇活動実施人数の平均の相

関では近隣地域までの範囲では改修をした

ことがある居住者の方が比較的実施人数が

多い事がわかった。これは,近隣住民間で相

互に関わり合いながら改修を行っていると

考えられる。 
 

5.まとめ 

KA 団地テラスハウスと WA 団地テラスハウ

スを調査対象としテラスハウスの空間に対す

る意識,普段の余暇活動の実態,お互いの認知

度,それらの変容について把握することによ

り,テラスハウスを含み込む,まちの持続性を

高める方策について考察を行った結果を以下

に整理する。 

1)KA 団地テラスハウスは増改築を行うことに

よりライフスタイルの変化を物理的に反映

し,共に変化していくだけでなく,趣味趣向

に適合した空間を形成することで自己の住

戸に固有性をもたせ,創り出した空間に愛

着をもっていると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2)WA団地テラスハウスは住み続ける中で家族 

構成の変化や設備の老朽化に適応した増改

築を行っており,必要に応じて機能を改善

しながら居住をする中で個人の住みやすい

住戸をつくっていると考えられる。また,

共有している外壁や屋根の機能を改善する

中で住民同士が相互に配慮、相談、協力を

していきながら改修を行っていると考えら

れる。 

3)テラスハウス空間の多様な形態変化は居住

者の余暇活動に関係しており,近隣住民と

の関わり合いを形成する一つの要因になっ

ていると考えられる。  

 

6．今後の課題 

今後は，より詳細にKA団地テラスハウスと

WA 団地テラスハウスにおける居住者の間取り

の変化と余暇活動実態を探ると共に，本稿で

の成果との関係性についても分析・考察を行

う予定である。 
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